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《文部科学省》 

１．「第３次対がん１０か年総合戦略」における基礎研究の内容及び資
金投入規模（科研費等） 

 がんに関する研究については、文部科学省研究振興局長及び厚生労働省
技術総括審議官の合同の懇談会として設置された、「今後のがん研究のあ
り方に関する有識者会議」により平成 15 年２月に取りまとめられた報告
においても、「旧３省庁（現２省）の研究者間の強い連携のもとに、先端
的な科学技術などを活用した先駆的な研究が行われ、国際的にも目覚まし
い成果を挙げている。」旨述べられているところである。 
 なお、がんの本態解明について、文部科学省の科学研究費補助金による
「がん研究」は、２１世紀の我が国の学術研究分野の水準向上、強化につ
ながる研究領域等を特定して、機動的かつ効果的に研究の推進を図る「特
定領域研究」の中で、以下の６領域を設定し、研究を推進している。（平
成１６年度概算要求 ５４億円） 
   －がん研究の総合的推進に関する研究 
   －発がんと発がん防御の基礎的研究 
   －がんの生物学的特性に関する研究 
   －がんの診断と治療 
   －ヒトがんの環境・宿主要因に関する疫学的研究 
   －がんの戦略的先端研究 
 
《厚生労働省／文部科学省》 
２．「今後のがん研究のあり方に関する有識者会議」の検討経緯と報告

書及び総合戦略への反映状況について 

 文部科学省研究振興局長及び厚生労働省技術総括審議官の合同の懇談
会として、「今後のがん研究のあり方に関する有識者会議」を平成 13 年 8
月に設置し、これまでのがん研究の成果を総括するとともに、今後のがん
研究のあり方について検討を行い、文部科学省研究振興局長及び厚生労働
省技術総括審議官に対して、有識者会議より報告をいただいたものである。
その検討経緯は別添１のとおり。報告書は添付の参考資料を参照。 
なお、「第3次対がん 10か年総合戦略」への反映状況については、報告

書において「重点的に研究を推進する分野」として提示された５分野につ
いては、総合戦略における「がん研究の推進」の重点的に研究を推進する
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分野及び重点的研究課題としてすべて反映させている。 
また、報告書において重点研究の強力な推進のために必要な「支援事業」

に挙げられた「国民に対して、がんに関する的確な最新情報を提供する」
等については、総合戦略において特に「がん予防の推進」及び「がん医療
の向上とそれを支える社会環境の整備」において反映されている。 
 
《厚生労働省／文部科学省》 

３．両省による推進体制構築に向けた検討の状況について 
 

別添２の方向で、検討を行っている。 
 
《文部科学省》 

４．重粒子線がん治療に関する追加資料の説明（治療コスト、諸外国の
状況、重粒子線がん治療試験研究のＨ１６予算の増額理由、高度先
進医療への指定等） 

 
別添３を参照 



別添１
今後のがん研究のあり方に関する有識者会議 検討経緯

内容会議名時期

文部科学大臣及び厚生労働大臣が

「第3次対がん10か年総合戦略」を策定
平成１５年７月２５日

「重点的に研究を推進する分野」として提
示された５分野については、総合戦略にお
ける「がん研究の推進」の重点的に研究を
推進する分野及び重点的研究課題として
すべて反映

文部科学省及び厚生労働省それぞれの審議
会での審議

「今後のがん研究のあり方につい
て」報告書とりまとめ

第３回「今後のがん研究のあり方に関する有
識者会議」

平成１５年２月２０日

第３回今後のがん研究のあり方に関す
る有識者会議作業班会議

平成１４年６月４日

第２回今後のがん研究のあり方に関す
る有識者会議作業班会議

平成１４年４月２３日

我が国のがん研究の現状について

今後のがん研究のあり方について

第２回「今後のがん研究のあり方に関する有
識者会議」

平成１４年３月２８日

第１回今後のがん研究のあり方に関す
る有識者会議作業班会議

平成１３年９月１９日

有識者会議の開催の目的について

がん研究への取り組みについて

がん研究の展望について

第１回「今後のがん研究のあり方に関する有
識者会議」

平成１３年８月３日

平成１５年７月３１日 科学技術担当大臣と総合科学技術会議有識者議員の懇談会において「第3次対が
ん10か年総合戦略」の策定経緯を含め全体について文部科学省及び厚生労働省からご報告



第３次対がん総合戦略の推進体制（案）第３次対がん総合戦略の推進体制（案）
第３次対がん研究推進会議（仮称）

《会議の構成と役割》

（１）各々の研究開発制度の主な評価委員会委員等で構成。

（２）第３次対がん総合戦略に関わる各研究開発制度間の連携を図り、がんに
関係する国際的・国内的な動向を踏まえつつ、特に、臨床応用や医療均て
ん化をめざした研究分野に関して、効果的な連携体制の構築など推進方
策について調整を行う。

（３）第３次対がん総合戦略の進捗状況を把握するため必要に応じ評価を行う
＜事務局＞ 厚生労働省・文部科学省・国立がんセンター等関係機関

（個別の研究開発に関する評価）
各々の研究開発制度の研究課題については各制度における評価組織において適切な
評価を実施する。

厚生労働省及び文部科学省は、各会議等からの提言等を踏まえ、各施策に反映

別添２














	siryo2-1.pdf
	今後のがん研究のあり方に関する有識者会議　検討経緯




